









































































新規事業の定義につい て の 検 討 事 例 を 述べる｡
3.1衛星通信システム の 常 識
かAL濫RT は､衛星 通 信 を 利 用 するが､衛星通
信に従事する多くの職 員 は ､ 衛 星通信を図表 1に
示すようにとらえており､特にインタ-ネットに
対 しては､防災通信 という立場からできれば使い

















































































































機 に 配 信するには配信サーバの負担が重くなる｡





































て期待される役割 と 課 題 に つ い て検討する｡
-つ目は 技 術 に 関 す る 事 項 であり､信頼性の向
上 と セ キ ュ リ テ ィ の 確 保 を 経済的に実現するため
の方 策 を 実 現 す る こ と であった｡調査研究会等の









釈 に お いて技術士に期待される投書胴ま大きい｡
三 つ目として､事業の定義や全体構想を検討 し､
事 業 の上位目的や他の利害関係者との関係性を検






























ことを通 し､新たに ｢地 上 配 信 事 業者｣としてお
墨 付 き を 得 た こ とは､今 後 の 防 災関連情報の配信












*旦:財団法人自治体衛 星 通信機 構 ホ-ムペ-ジ
http://www鳥ascofn.Or.jp/A-alert/index.html
☆2:消防庁ホームページ
http://ww w.fdma.go.jp/neut e r /top ic s/field L i st2｣ .htrn旦
*3:根来龍之,ソフ トシステム方法論による事 業
定義の再構築,DHBDeeJan.199zi
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